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あなたの健康づくりを応援します

ご家庭にお持ち帰りのうえ、皆さまでお読みください

下記の施設と割引契約を結びました。利用に際しては、「冬期アイススケート利用券申込書」
に利用者負担金を添えて、事業所単位（任意継続被保険者は個人）でお申し込みください（利
用者負担金を振込の場合は、後日利用券を送付します）
※未使用の利用券につきましては、払戻しはいたしかねますので悪しからずご了承ください。

※利用料金及び営業時間等については、ホームページでご確認ください。

アイススケート

インフルエンザ予防対策として、予防ワクチン接種費用の一部を補助します。
「インフルエンザ予防接種補助金請求書」をホームページよりダウンロードし、事業所（任意継
続被保険者は個人）で取りまとめて請求してください。
●対　象　者 ワクチン接種日（令和元年10月～令和2年2月末日）に当組合の被保険者又は

被扶養者の資格を有する方
●補 助 金 額 年１回に限り、費用の半額（上限2,000円）
 ※年2回予防接種している方は、1回分の予防接種のみ補助対象となります。
●添 付 書 類 ワクチン接種費用の領収書（接種者個々）の写し
●請求締切日 令和2年３月31日（火）（締切日を過ぎるとお支払することができません。）

インフルエンザ予防接種

契約施設名称 住　所 電話番号
神戸市立ポートアイランド

スポーツセンター
神戸市中央区港島中町

6丁目12番1号 078-302-1031

姫路セントラルパーク 姫路市豊富町神谷436-1 079-264-1611

元年度
令和 保健事業 のご案内アイススケート及び

インフルエンザ予防接種

　高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
拠
出
金
お
よ
び
保
険
給
付
の
適
正
化
を
目
的
に
、
健

康
保
険
法
施
行
規
則
第
50
条
に
基
づ
き
、
毎
年
度
被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
は
、
被
扶
養
者
の
方
の
現
況
確
認
だ
け
で
は
な
く
、
加

入
者
の
皆
様
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
大
切
な
事
務
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
実
施
方
法

●
確
認
の
対
象
と
な
る
方

令
和
元
年
10
月
10
日
現
在
の
被
扶
養
者
の
方

た
だ
し
、
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
は
確
認
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※

本
年
度
は
、
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
被
扶
養
者
の
国
内
居

住
要
件
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
の
居
住
状
況
の
確
認
を
併
せ
て
行
う

た
め
、
18
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
方
も
含
め
、
全
被
扶
養
者
を
対
象
と
し
て
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
提
出
期
限

令
和
2
年
1
月
31
日（
金
）

事
業
所
の
健
康
保
険
担
当
者
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
に
つ
い
て

　健
康
保
険
組
合
連
合
会
兵
庫
連
合
会
は
、平
成
29
年
11
月
か
ら「
ひ
ょ

う
ご
健
康
企
業
宣
言（
健
康
企
業
を
目
指
し
て
、事
業
主
が
事
業
所
全

体
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
）」の
運
動
を
開
始
し

ま
し
た
が
、当
組
合
加
入
の
次
の
事
業
所
が
宣
言
し
ま
し
た
。一層
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
大
阪 

株
式
会
社 

兵
庫
県
伊
丹
市

寺
本
運
輸
倉
庫 

株
式
会
社 

兵
庫
県
尼
崎
市

株
式
会
社 

ブ
ル
ー
テ
ッ
ク 

兵
庫
県
尼
崎
市

ひ
ょ
う
ご
健
康
企
業
宣
言

主 な 内 容
新年のごあいさつ
年間医療費のお知らせ及び医療費控除について
マイナンバーカード取得促進について



　
平
素
よ
り
当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
十
月
に
は
、そ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
消

費
税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。政
府
は
、消
費
税
率
の
引
き
上

げ
に
よ
る
増
収
分
は
、こ
れ
ま
で
の
高
齢
者
中
心
か
ら
、す
べ
て
の
世
代
を
対

象
と
し
た
社
会
保
障
の
た
め
に
使
い
、「
全
世
代
型
の
社
会
保
障
制
度
」の
構

築
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、重
い
納
付
金
の
負
担
が
健
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
に
つい
て
は
、い
ま
だ
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
て
い
な
いの
が
現

状
で
す
。健
康
保
険
組
合
連
合
会
は
、団
塊
世
代
の
す
べ
て
の
人
が
後
期
高

齢
者（
75
歳
以
上
）と
な
る「
２
０
２
５
年
問
題
」も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、後
期

高
齢
者
と
な
り
始
め
る
２
年
後
を
健
保
組
合
の
納
付
金
・
支
援
金
の
負
担

が
急
増
す
る「
２
０
２
２
年
危
機｣

と
捉
え
、昨
年
九
月
に
は
政
府
に
対
し

早
急
な
対
策
を
提
言
し
ま
し
た
。今
こ
そ
す
べ
て
の
人
が「
国
民
皆
保
険
制

度
」の
大
切
さ
と
課
題
を
正
し
く
認
識
し
、急
増
す
る
負
担
を
全
世
代
で

支
え
合
う
こ
と
が
急
務
と
な
って
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、健
保
組
合
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
運
営

の
効
率
化
と
実
効
性
の
高
い
保
健
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
ま
す
。当
健
保

組
合
とい
た
し
ま
し
て
も
、健
保
組
合
の
使
命
は
、被
保
険
者
と
ご
家
族
の
皆

さ
ま
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
き
生
き
と
働
き
、生
活
で
き
る
こ
と
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
健
康
を
お
守
り
す
る
た
め
、疾
病
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

の
保
健
事
業
を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、積
極
的
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、ご
自
身
に
よ
る
健
康
づ
く
り
や
健
診
の
受
診
、さ
ら
に
医
療
費

の
適
正
化
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
待
ち
に
待
っ
た「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。末
筆
な
が
ら
、こ
の
記
念
す
べ
き
年
が
、皆
さ
ま
に
とっ
て
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 兵

庫
県
運
輸
業
健
康
保
険
組
合

理
事
長

　濵
田

　長
伸

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「年間医療費のお知らせ」の送付について（年1回配付）
2018年から医療費控除の申告手続きが、従来の領収書の添付に代わり、健康保険組合が交付する「年間医療

費のお知らせ」を添付書類として活用する事が可能となりました。当組合におきましても「年間医療費のお知ら
せ」を発行し、2月中旬頃に事業主を通じて送付いたします。

ただし、通知対象期間は下記のとおりとなりますので、「年間医療費のお知らせ」に反映されていない分（医療
機関の受診から当組合への請求に時間を要するため）につきましては、医療機関発行の領収書から作成した医療
費控除の明細書を添付することになります。
また、医療費控除の申告をお急ぎの場合も、従来どおり医療機関発行の領収書にてご対応いただきますよう、

よろしくお願いいたします。

2020年2月中旬頃配付予定

［控除の対象となる主な医療費］
○医師や歯科医師に支払った診察費・治療費
○治療や療養に必要な医薬品の購入費
○病院、診療所等への交通費

○治療のために、指圧師、はり師、きゅう師、
　柔道整復師に支払った施術費
○義手、義足、松葉杖、義歯などの費用

●医療費控除対象額の計算方法
〈参考〉医療費控除について

支払った医療費
（1月～12月分まで）

医療費控除対象額
※限度額は200万円です。10万円

健康保険の高額医療費や出産育児一時金、生
命保険の入院給付金などの給付を受けた場合
にはその分を差し引きます

年間所得が200万円未満の人は
所得の5％の金額

詳しい情報は ●申告・納税手続きなど 国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp/
●電子申告の情報・手続き e-Taxホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp/

【通知対象期間】医 療 機 関 受 診 分 ： 2019年1月～2019年11月受診分
整骨院等療養費分 ： 2019年1月～2019年11月支給決定分

年間医療費のお知らせ2019 年 1 月～ 2019 年 11 月分
●●　●●　様

2020 年　2 月　◯日
　　　　兵庫県運輸業健康保険組合

医療機関名は表示されないものがありますので、ご了承ください。

この通知にご不明の点がありましたら健保組合（事業所担当者）までお申し出下さい。

受　診　者　氏　名

合　　　　　　　計

区  分診療年月
日数
または
回数

医　　療　　費　　内　　訳
総　額 組合負担額 公費負担額 本 人 負 担 額 Ⓐ

Ⓐに対する
組合給付額Ⓑ

本人最終負担額
ⒶーⒷ 摘要

健保　太郎
◯◯診療所
◯◯調剤薬局
◯◯整形外科

健保　花子
◯◯歯科
◯◯歯科
◯◯病院

入院外
調剤

入院外

歯科
歯科
入院

1
1
1

1
1
1

5
5
8

6
7
8

1
1
1

3
1
1

７４６０
２９００
３７００

 
 

２１７００
４０００

６３０００

５２２２
２０３０
２５９０

 
 

１５１９０
２８００

４４１００

２２３８
８７０

１１１０
 
 

６５１０
１２００

１８９００

１０２７６０ ７１９３２ ３０８２８０

２２３８
８７０

１１１０
 
 

６５１０
１２００

１８９００

３０８２８０

摘要のご説明 1＝本人高額療養費・家族高額療養費
2＝一部負担還元金・家族療養付加金

治療を受けた医療機関、
日付、回数などに間違い
がないか確認しましょう

窓口での支払い額を確認
するだけでなく、かかった
医療費の総額も把握して
おきましょう

事業所　62　　　　兵庫県運輸業健康保険組合

所　属　1234

記号番号　62－1

健保　太郎　様

神戸市中央区相生町 4 丁目 6 番 4 号
T E L （ 0 7 8 ） 3 4 1 - 4 8 0 1

兵 庫 県 運 輸 業 健 康 保 険 組 合 　
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　令和元年5月22日に公布された「医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正す
る法律」において、マイナンバーカードを健康保険証として利用できる「オンライン資格確認」が導入され、令和3年3月か
ら本格運用される予定です。
　この運用に向けて、「マイナンバーカードの普及とマイナンバーの利活用の促進に関する方針」（令和元年6月4日デジ
タル・ガバメント閣僚会議）が決定し、医療保険者ごとに取得促進に取り組むこととされました。
　この機会にぜひマイナンバーカードを作りましょう。

「マイナンバーカード」を作りましょう!!

◎後頭部を両手で押さえて、顔は下を
向く。手で頭を斜め下方向に軽く押
すと、首と肩周りのストレッチになる。

◎両手を組んで手のひらを外に向けて、
肩の高さで腕を伸ばす。肩を前に送っ
て、上半身を少し前に倒すイメージで。

◎両腕を頭上に上げ、ひじを反対側の
手で持って、斜め下方向に引っ張る。
反対の腕も同様にする。

◎手のひらを上に向けて
両手を組み、 そのまま
頭上から後ろ方向にまっ
すぐ倒して背中全体を
伸ばす。

◎両手を逆手で組んで頭
上に高く伸ばす。ぞう
きんを絞る感覚で体全
体や腕を左右にひねっ 
ていく。

◎まずはひじを反対側の手で
つかむ。 そのうえで、つか
んでいる手の方向に首と腰
をだんだんとひねっていく。 
反対側も同様に。

◎後ろ手にし、片手でもう片方
の手を握る。右手で握ったなら
右側、 左手なら左側に軽く腕を
引く。そのうえで引いた側に
頭を傾けて首と肩を伸ばす。

仕事の合間にいすに座ったままでできる
簡単ストレッチです。
肩こり予防、血行促進にお試しください。

健康保険が使えない場合 、使える負傷に変更して利用する不適切な請求が増加しています。
ex.) リラクゼーション目的のマッサージ、日常生活の疲れや肩こりなど ⇒ 健康保険　全額自己負担
そのため、
健康保険組合では、整骨院で受けた施術内容や負傷原因等を文書により確認させていただいています。 整骨院では

「健保から照会文書が届いたら必ず持ってきて」と言われることがありますが、不正のきっかけになります！照会
文書が届いたら期限内に必ずご自身で回答いただくようご協力お願いします。
＊照会文書は整骨院にかかっている間、何度でも届く場合がありますがそのつどご回答ください。

Switch
Switch いすに座ったままOK!

かんたんストレッチ

肩

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
場
合
は

け
が
や
原
因
の
あ
る
痛
み
は

保
険
証
が
使
え
ま
す

●
骨
折
、脱
臼

（
応
急
処
置
を
除
き
、継
続
し
て
か
か
る
場
合
は

医
師
の
診
察
と
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
）

●
外
傷
性
が
明
ら
か
な
け
が
に
よ
る

　捻
挫
、打
撲
、挫
傷（
肉
離
れ
）

病
気
や
原
因
不
明
の
痛
み
な
ど
に
は

保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
！

【
全
額
自
己
負
担
】

●
疲
労
回
復・リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

●
脳
疾
患
の
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

●
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の
施
術

●
過
去
の
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
後
遺
症

●
日
常
生
活
の
疲
れ
や
老
化
に
よ
る

　肩
こ
り・膝
の
痛
み
な
ど

●
医
療
機
関
で
同
じ
部
位
の
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き

●
医
師
の
同
意
の
な
い
骨
折
や
脱
臼
の
施
術

　（応
急
処
置
を
除
く
）

●
仕
事
中
や
通
勤
途
上
の
け
が

　（労
災
保
険
が
適
用
）

整骨院にかかる前に・・・

こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
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必
ず
持
参

必
ず
持
参

　
病
院
や
診
療
所
な
ど
の
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
必

ず
保
険
証
（
健
康
保
険
被
保
険
者
証
）
を
持
参
し
、
窓
口
に

提
示
し
ま
し
ょ
う
。
提
示
す
る
と
、
現
役
世
代
な
ら
、
原

則
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
3
割
の
負
担
で
済
み
ま
す
。

　
保
険
証
は
、
誰
が
ど
の
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
る

か
を
証
明
す
る
大
切
な
も
の
で
、
医
療
機
関
等
で
は
こ
の
保

険
証
を
基
に
、
自
己
負
担
分
以
外
の
費
用
を
健
康
保
険
組
合

に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
初
診
の

時
に
提
示
す
る
だ
け
で

な
く
、
診
療
が
長
期
に

わ
た
る
場
合
も
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
組

合
に
変
更
は
な
い
か
、

保
険
診
療
を
受
け
る
資

格
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
再
診
の
場
合
で

も
窓
口
に
提
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

保険証が使用できない事例で誤って保険証を使った場合は、あとから自己負担分を除くかかった医療費
の全額を返還していただくことになります。負担がとても大きくなりますので十分にご注意ください。

困った保険証の使い方していませんか？

退職後に
使ってしまった

退職したけど使っちゃう

誤って保険証を使った場合は医療費を返還していただきます

1 2 3

月の途中で退職したけど、保険証
は月末までは使えるんでしょ

退職前から治療している病気は、
退職後も健康保険が使えるよね

退職・転職すると
保険証は使えなくなります

家族（被扶養者）の保険証とともに
会社へ返却しましょう。

仕事中のけがに
使ってしまった

仕事でけがをした

仕事中のけがも健康保険でいいん
じゃないの？

仕事中のけがには
保険証は使えません

業務上や通勤途上のけがは労災
保険の扱いになります。

資格がないのに
使ってしまった

資格がなくなってた

資格はなくなったけど、保険証を
提示したら使えたし…

勤務先から「返却してください」と
言われていないから、使っちゃえ

資格がなくなった
保険証は使えません

資格のない保険証は返却し、新しい
保険証を提示してください。

医
療
機
関
等
に

か
か
る
と
き
は

負
傷
原
因
の
照
会
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

負
傷
原
因
は
正
し
く
医
師
等
へ

伝
え
ま
し
ょ
う

　業
務
上
の
ケ
ガ
、
通
勤
途
上
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
労
災
保
険
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
正
し
く
負
傷
原
因

を
伝
え
て
、
正
し
い
診
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健
保
組
合
か
ら
負
傷
原
因
の
照
会
を

行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

　健
康
保
険
を
使
用
し
て
ケ
ガ
の
治
療
を
さ
れ
た
場
合
、

●
自
分
の
不
注
意
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た
の
か

●
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
ケ
ガ
な
の
か

●
第
三
者
行
為
に
よ
る
ケ
ガ
な
の
か

な
ど
を
判
断
す
る
た
め
、
負
傷
原
因
を
文
書
で
照
会
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
照
会
が
あ
っ
た
と
き

は
必
ず
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　医
療
機
関
で
被
保
険
者
証
を
提
示
し
て
治
療
を
受
け
た
場

合
、
窓
口
で
は
原
則
3
割
の
自
己
負
担
を
支
払
い
ま
す
が
、

医
療
機
関
は
残
り
の
7
割
に
つ
い
て
、
翌
月
、
診
療
報
酬
明

細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
に
よ
り
審
査
支
払
機
関
（
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
）
を
経
由
し
て
健
保
組
合
へ
請
求
を
行
い

ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
負
傷
の
原
因
に
つ
い
て
医
師
等
へ

伝
え
て
い
て
も
、
レ
セ
プ
ト
に
は
負
傷
原
因
に
つ
い
て

記
載
す
る
義
務
が
な
い
た
め
、
そ
の
負
傷
原
因
に
つ
い

て
、
健
保
組
合
か
ら
被
保
険
者
の
皆
様
に
対
し
て
「
負

傷
原
因
の
照
会
」
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　レ
セ
プ
ト
が
健
保
組
合
へ
到
着
す
る
の
が
、
治
療
を

受
け
ら
れ
て
か
ら
2
〜
3
ヵ
月
後
と
な
り
ま
す
の
で
、

か
な
り
日
数
が
経
過
し
て
か
ら
の
照
会
と
な
り
ま
す

が
、
適
正
な
保
険
給
付
を
行
う
た
め
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
回
答
が
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
法
第
59
条
・
第
１
２
１

条
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
治
療
費
に
つ
い
て
自
弁
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

現
金
給
付
の
請
求
時
に
も

ケ
ガ
の
場
合
は
負
傷
原
因
を

届
け
て
く
だ
さ
い

　ケ
ガ
に
よ
り
傷
病
手
当
金
や
治
療
用
装
具
な
ど
現
金
給
付

を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
申
請
書
に
「
負
傷
原
因
届
」
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

第
59
条

　保
険
者
は
、
保
険
給
付
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
保
険
給
付
を
受
け
る
者
に
対
し
、
文
書
そ
の

他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職

員
に
質
問
若
し
く
は
診
断
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
２
１
条

　保
険
者
は
、
保
険
給
付
を
受
け
る
者
が
正
当
な
理
由
な

し
に
、
第
59
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
ず
、
又
は
答

弁
若
し
く
は
受
診
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
保
険
給
付
の
全
部

又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

※

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
に
よ
り
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
時
に
健

康
保
険
証
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
健
保
組
合
に
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
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あなたの健康づくりを応援します

ご家庭にお持ち帰りのうえ、皆さまでお読みください

下記の施設と割引契約を結びました。利用に際しては、「冬期アイススケート利用券申込書」
に利用者負担金を添えて、事業所単位（任意継続被保険者は個人）でお申し込みください（利
用者負担金を振込の場合は、後日利用券を送付します）
※未使用の利用券につきましては、払戻しはいたしかねますので悪しからずご了承ください。

※利用料金及び営業時間等については、ホームページでご確認ください。

アイススケート

インフルエンザ予防対策として、予防ワクチン接種費用の一部を補助します。
「インフルエンザ予防接種補助金請求書」をホームページよりダウンロードし、事業所（任意継
続被保険者は個人）で取りまとめて請求してください。
●対　象　者 ワクチン接種日（令和元年10月～令和2年2月末日）に当組合の被保険者又は

被扶養者の資格を有する方
●補 助 金 額 年１回に限り、費用の半額（上限2,000円）
 ※年2回予防接種している方は、1回分の予防接種のみ補助対象となります。
●添 付 書 類 ワクチン接種費用の領収書（接種者個々）の写し
●請求締切日 令和2年３月31日（火）（締切日を過ぎるとお支払することができません。）

インフルエンザ予防接種

契約施設名称 住　所 電話番号
神戸市立ポートアイランド

スポーツセンター
神戸市中央区港島中町

6丁目12番1号 078-302-1031

姫路セントラルパーク 姫路市豊富町神谷436-1 079-264-1611

元年度
令和 保健事業 のご案内アイススケート及び

インフルエンザ予防接種

　高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
拠
出
金
お
よ
び
保
険
給
付
の
適
正
化
を
目
的
に
、
健

康
保
険
法
施
行
規
則
第
50
条
に
基
づ
き
、
毎
年
度
被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
は
、
被
扶
養
者
の
方
の
現
況
確
認
だ
け
で
は
な
く
、
加

入
者
の
皆
様
の
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
大
切
な
事
務
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
実
施
方
法

●
確
認
の
対
象
と
な
る
方

令
和
元
年
10
月
10
日
現
在
の
被
扶
養
者
の
方

た
だ
し
、
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
被
扶
養
者
と
な
っ
た
方
は
確
認
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※

本
年
度
は
、
健
康
保
険
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
2
年
4
月
か
ら
被
扶
養
者
の
国
内
居

住
要
件
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
の
居
住
状
況
の
確
認
を
併
せ
て
行
う

た
め
、
18
歳
未
満
の
被
扶
養
者
の
方
も
含
め
、
全
被
扶
養
者
を
対
象
と
し
て
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
提
出
期
限

令
和
2
年
1
月
31
日（
金
）

事
業
所
の
健
康
保
険
担
当
者
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
資
格
の
再
確
認
に
つ
い
て

　健
康
保
険
組
合
連
合
会
兵
庫
連
合
会
は
、平
成
29
年
11
月
か
ら「
ひ
ょ

う
ご
健
康
企
業
宣
言（
健
康
企
業
を
目
指
し
て
、事
業
主
が
事
業
所
全

体
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
）」の
運
動
を
開
始
し

ま
し
た
が
、当
組
合
加
入
の
次
の
事
業
所
が
宣
言
し
ま
し
た
。一層
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
ト
ラ
ッ
ク
大
阪 

株
式
会
社 

兵
庫
県
伊
丹
市

寺
本
運
輸
倉
庫 

株
式
会
社 

兵
庫
県
尼
崎
市

株
式
会
社 

ブ
ル
ー
テ
ッ
ク 

兵
庫
県
尼
崎
市

ひ
ょ
う
ご
健
康
企
業
宣
言

主 な 内 容
新年のごあいさつ
年間医療費のお知らせ及び医療費控除について
マイナンバーカード取得促進について




